
「中小労組春闘の取り組み」を説明する
大久保局長（Web開催）

各構成組織から57人が参加

民間大手部会辻幹事が激励あいさつ

春闘勝利に向け、団結ガンバロウ

各構成組織から35人が参加

─２０２１春季生活闘争開始宣言集会＆２０２１連合白書学習会─

未
解
決
組
合  

春
闘
勝
利
め
ざ
し

支
援
総
決
起
集
会
に
集
う

　

  「
賃
上
げ
の
流
れ
」を
堅
持
、

　

  「
未
来
づ
く
り
春
闘
」へ

三
好
市
議
会
議
員
選
挙

中小共闘方針共用化
地域ミニマム結果の活用＆
中小労組賃金要求の組み立てを学習

５月１３日（金）   連合四国ブロック最低賃金担当者会議（徳島グランヴィリオホテル）
５月２１日（土）　中小労働対策本部第２期労働関係セミナー（第２回）（ふれあい健康館）
６月　７日（火）～８日（水）　女性のための連合全国一斉集中労働相談ホットライン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（連合徳島会議室）
６月１８日（土）　中小労働対策本部第２期労働関係セミナー（第３回・第４回）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ふれあい健康館）
６月２８日（火）　連合徳島２０２２年度地方委員会　（徳島グランヴィリオホテル）
６月２８日（火）　NPO法人徳島労働安全衛生センター第２１回定期総会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（徳島グランヴィリオホテル）

◎
◎
◎

◎

◎

◎

　

２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争
徳

島
県
共
闘
会
議
は
、
２
０
２
２

年
４
月
８
日
、
ふ
れ
あ
い
健
康

館
に
お
い
て
、
２
０
２
２
中
小

春
季
生
活
闘
争
勝
利
・
未
解
決

組
合
支
援
４
・
８
徳
島
総
決
起

集
会
を
規
模
縮
小
に
て
開
催
し
、

各
構
成
組
織
か
ら
57
人
が
参
加

し
た
。

　

冒
頭
、主
催
者
を
代
表
し
て
、

徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本
部
井

内
議
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
が
脆
弱
で
あ
る
た
め
に
中

小
企
業
や
影
響
が
大
き
い
産
業

で
働
く
労
働
者
も
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。非
正
規
雇
用
と
し
て

働
く
人
た
ち
の
雇
用
の
不
安
定

さ
や
生
活
面
へ
の
影
響
は
大
き

い
。

　

中
小
企
業
や
有
期
・
短
時
間
・

契
約
等
で
働
く
者
の
賃
金
を

『
働
き
の
価
値
に
見
合
っ
た
水

準
』
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目

指
す
と
と
も
に
、『
分
配
構
造
の

転
換
に
つ
な
が
り
得
る
賃
上

げ
』
に
取
り
組
む
。今
こ
そ
『
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
』の
実
現
に
向
け
て
、経
済
・

社
会
の
活
力
の
原
動
力
と
な
る

『
人
へ
の
投
資
』を
積
極
的
に
求

め
る『
未
来
づ
く
り
春
闘
』を
目

指
す
。徳
島
県
内
の
中
小
企
業

で
働
く
多
く
の
仲
間
た
ち
の
た

め
に
全
力
で
闘
っ
て
い
く
」
と

挨
拶
。

　

続
い
て
、
岡
会
長
代
行
か
ら

は
「
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
侵
攻
に
よ
り
民
間
人

に
犠
牲
が
出
て
い
る
こ
と
は
到

底
看
過
で
き
る
も
の
で
は
な

い
」と
述
べ
た
後
、「
２
０
２
２

春
季
生
活
闘
争
は
２
年
続
け
て

コ
ロ
ナ
禍
で
の
闘
争
で
あ
る
が
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
回
復
途
上
に
あ
り
昨

年
と
は
状
況
は
異
な
る
。経
済
・

社
会
の
活
力
の
原
動
力
と
な
る

『
人
へ
の
投
資
』に
よ
り
好
循
環

を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。労
働
組
合
が
働
く
仲
間
の

先
頭
と
な
り
組
織
一
丸
と
な
っ

て
闘
い
抜
こ
う
」と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
辻
民
間
大
手
部
会

幹
事
か
ら
の
激
励
・
連
帯
挨
拶

の
後
、
島
共
闘
会
議
事
務
局
長

か
ら
２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争

賃
上
げ
の
情
報
周
知
と
、
未
解

決
組
合
支
援
方
針
と
し
て「
す

べ
て
の
組
合
が
月
例
賃
金
の
改

善
に
こ
だ
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

賃
金
水
準
を
確
認
し
な
が
ら
、

『
底
上
げ
』『
底
支
え
』『
格
差
是

正
』
の
取
り
組
み
を
よ
り
強
力

に
推
し
進
め
る
。そ
れ
ぞ
れ
の

産
業
に
お
け
る
最
大
限
の
『
底

上
げ
』
に
取
り
組
む
。『
賃
上
げ

分
２
％
程
度
』『
定
期
昇
給
相
当

（
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
相
当
分
）』

を
含
め
４
％
程
度
の
賃
上
げ
を

目
安
と
し
、
感
染
症
対
策
と
経

済
の
自
立
的
成
長
の
両
立
を
め

ざ
す
」と
提
案
。

　

官
公
労
部
会
か
ら
（
中
川
公

務
労
協
議
長
）、地
場
中
小
労
組

か
ら
Ｊ
Ａ
Ｍ（
川
崎
Ｊ
Ａ
Ｍ
光

洋
シ
ー
リ
ン
グ
テ
ク
ノ
労
組
書

記
次
長
）、
全
国
一
般（
田
北
全

国
一
般
徳
島
地
方
労
働
組
合
執

行
委
員
長
）、
運
輸
労
連（
久
保

運
輸
労
連
徳
島
県
協
議
会
事
務

局
長
）、Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
（
恵
島

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
徳
島
県
支
部
次

長
）、
私
鉄
総
連（
松
本
私
鉄
総

連
徳
島
バ
ス
労
働
組
合
調
査
・

財
政
部
長
）、
農
協
労
連（
山
田

徳
島
県
農
協
労
連
執
行
委
員

長
）
が
未
解
決
組
合
決
意
表
明

を
し
、
２
０
２
２
中
小
春
季
生

活
闘
争
ア
ピ
ー
ル
を
徳
島
県
中

小
労
働
対
策
本
部
立
花
幹
事
が

読
み
上
げ
参
加
者
全
員
の
拍
手

で
採
決
さ
れ
、
最
後
に
井
内
議

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会

し
た
。

　

２
０
２
２
年
２
月
19
日
、
連

合
徳
島
会
議
室
に
お
い
て
、
連

合
徳
島
の
中
小
労
組
等
か
ら
35

人
が
参
加
し
「
徳
島
県
中
小
労

働
対
策
本
部
・
研
修
会
」
を
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
式
で
開
催
し

た
。

　

連
合
本
部
労
働
条
件
局
大
久

保
局
長
を
講
師
に
「
２
０
２
２

春
季
生
活
闘
争
に
お
け
る
中
小

組
合
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

講
演
さ
れ
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
春
闘
を
な
ぜ
闘
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。
２
０
２
２

春
季
生
活
闘
争
の
意
義
と
ス
タ

ン
ス
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
も
『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
』
の
実
現
に
向
け
、

働
く
仲
間
が
共
闘
し
未
来
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
す
べ
て
の
組

合
が
賃
上
げ
に
取
り
組
む
こ
と

で
『
底
上
げ
』
『
底
支
え
』

『
格
差
是
正
』
の
取
り
組
み
を

加
速
さ
せ
、
分
配
構
造
を
転
換

す
る
突
破
口
と
す
る
。
働
き
方

の
改
善
、
経
済
対
策
な
ど
と
セ

ッ
ト
で
経
済
を
自
立
的
な
回
復

軌
道
に
の
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
20
年
余
り
の
間
、
日

本
の
賃
金
水
準
は
主
要
先
進
国

の
中
で
ほ
と
ん
ど
上
が
っ
て
お

ら
ず
、
就
業
者
一
人
あ
た
り
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
上
昇
し
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
実
質
賃
金
は
１
９
９

７
年
以
降
低
下
し
続
け
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
の
資
本
金
10

億
円
以
上
の
企
業
の
経
常
利

益
・
給
与
・
配
当
の
推
移
を
み

て
も
配
当
金
は
上
が
っ
て
も
従

業
員
給
与
は
上
が
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
分
配
と
経
済
の

好
循
環
が
な
さ
れ
て
い
な
い
」

と
述
べ
、
賃
金
要
求
に
つ
い
て

の
賃
金
実
態
把
握
・
最
低
到
達

水
準
の
ク
リ
ア
・
目
標
水
準
の

ク
リ
ア
に
基
づ
く
要
求
の
組
み

立
て
、
地
域
ミ
ニ
マ
ム
運
動
の

進
め
方
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ

っ
た
。

　

例
年
、
徳
島
県
中
小
労
働
対

策
本
部
第
31
回
定
期
総
会
と
研

修
会
を
同
日
に
開
催
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
予
防
の
観
点
か
ら
定
期
総

会
を
書
面
開
催
と
し
た
。

　

総
会
議
長
に
は
、
川
崎
幹
事

を
選
出
し
た
。
井
内
徳
島
県
中

小
労
働
対
策
本
部
議
長
は
主
催

者
代
表
の
挨
拶
で
、
「
今
年

は
、
徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本

部
が
結
成
さ
れ
30
周
年
と
い
う

節
目
の
年
で
あ
り
、
発
足
当
時

の
理
念
で
あ
る
賃
金
・
労
働
時

間
・
福
利
厚
生
な
ど
、
大
企
業

と
の
比
較
の
中
で
低
位
に
あ
る

中
小
企
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
労
働
条
件
の
向
上
、
格
差

解
消
へ
向
け
て
の
総
合
的
な
取

り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
『
中

小
企
業
の
経
営
基
盤
と
雇
用
の

安
定
』
の
た
め
の
諸
対
策
を
進

め
る
こ
と
を
、
今
こ
そ
し
っ
か

り
と
実
践
し
て
い
く
」
と
決
意

を
表
明
し
た
。

　

２
０
２
２
年
４
月
10
日
投
開
票
日
を
迎
え
た
三
好
市
議

会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
連
合
徳
島
推
薦
候
補
者
５
名
全

員
が
当
選
を
果
た
し
た
。ご
支
援
・
ご
協
力
に
感
謝
を
申

し
上
げ
る
。

　
　

当
）５
位　

７
７
４
票　

竹
内　

義
了（
自
治
労
）

　
　

当
）６
位　

７
３
１
票　

平
田　

政
廣（
自
治
労
）

　
　

当
）10
位　

６
４
２
票　

天
羽　

強　
（
自
治
労
）

　
　

当
）12
位　

６
２
２
票　

高
橋　

玉
美（
自
治
労
）

　
　

当
）15
位　

５
７
９
票　

金
村　

照
一（
Ｊ
Ｐ
労
組
）

ウクライナ
救援カンパ
受付中
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世界に恒久平和を！　
　ＮＯ  ＷＡＲ！
世界に恒久平和を！　
　ＮＯ  ＷＡＲ！
ロシアのウクライナ侵攻即時撤退をロシアのウクライナ侵攻即時撤退を

四国各県から２１人が参加

横断幕・アピールボードで県民に周知JR徳島駅前でアピール

連合本部・冨田総合政策推進局長が
重点政策等を説明 徳島県要請

経営４団体要請

道行く人に訴える弁士ら

労働局要請

藤田実行委員長があいさつ

Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
で
ア
ピ
ー
ル
活
動

県
内
３
団
体
に
要
請
書
提
出

連
合
の
重
点
政
策
お
よ
び

実
現
に
向
け
、 

意
見
交
換

　

連
合
徳
島
２
０
２
２
春
季
生

活
闘
争
要
請
行
動
を
、３
月
４

日
徳
島
県
を
皮
切
り
に
経
営
４

団
体
、労
働
局
に
行
っ
た
。

　

徳
島
県
へ
の
要
請
で
は
、冒

頭
、大
谷
会
長
よ
り
、「
２
０
２

２
春
季
生
活
闘
争
は
２
年
連
続

コ
ロ
ナ
下
で
の
取
り
組
み
と
な

る
が
、『
未
来
を
つ
く
る
。み
ん

な
で
つ
く
る
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に『
す
べ
て
の
組
合
が
賃
上
げ

に
取
り
組
む
』こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
」と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後「
す
べ
て
の
労
働
者

の
立
場
に
た
っ
た
働
き
方
を
実

現
す
る
た
め
、中
小
企
業
な
ど

の『
働
き
方
改
革
』を
阻
害
す
る

よ
う
な
取
引
慣
行
の
是
正
な
ど

を
強
化
す
る
こ
と
」「
税
制
改
正

の
内
容
に
つ
い
て
、住
民
や
企

業
へ
の
周
知
・
広
報
活
動
を
強

化
す
る
こ
と
」「
子
ど
も
が
心
身

と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
の

に
必
要
な
、幼
児
教
育
・
保
育

の『
質
の
確
保
』の
た
め
、幼
稚

園
教
諭
・
保
育
士
・
放
課
後
児

童
支
援
員
等
の
労
働
条
件
と
職

場
環
境
の
改
善
を
行
う
こ
と
」

「
雇
用
形
態
や
企
業
規
模
、在

職
・
離
職
の
違
い
に
か
か
わ
ら

ず
、す
べ
て
の
働
く
者
・
働
く

こ
と
を
希
望
す
る
者
が
自
己
の

職
業
能
力
を
最
大
限
に
開
発
・

発
揮
し
、安
定
し
た
質
の
高
い

雇
用
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、県
内
に
お
い
て
適
切
な
職

業
能
力
開
発
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
」「
女
性
活
躍
を
さ
ら
に
推

　

３
月
29
日
連
合
徳
島
は
、「
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対

す
る
街
宣
・
周
知
活
動
」
を
徳

島
駅
前
に
お
い
て
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
構
成
組
織
か
ら
36

人
が「
世
界
に
恒
久
平
和
を
！

Ｎ
ｏ  

Ｗ
ａ
ｒ
！  

Ｎ
Ｏ  

Ｎ
Ｕ

Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｒ  

Ｗ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

Ｓ
！
」
と
書
い
た
横
断
幕
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
カ
ラ
ー
の
ア
ピ
ー
ル

ボ
ー
ド
を
持
っ
て
行
動
に
参
加

し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
大
谷
会
長

よ
り
、
２
月
24
日
に
ロ
シ
ア
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
し
た

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ

る
。し
か
し
、２
０
０
１
年
に
ア

メ
リ
カ
が
９
・
11
同
時
多
発
テ

ロ
指
導
者
を
匿
っ
て
い
る
と
い

う
理
由
で
行
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
軍
事
行
動
、
核
を
含
む
大

量
破
壊
兵
器
を
製
造
・
保
持
し

進
す
る
た
め
、就
職
活
動
中
の

学
生
や
求
職
者
な
ど
を
含
め
、

２
０
２
０
年
４
月
に
施
行
さ
れ

た
改
正
女
性
活
躍
推
進
法（「
男

女
の
賃
金
の
差
異
」の
把
握
の

重
要
性
や
新
た
な
認
定
制
度

（
プ
ラ
チ
ナ
え
る
ぼ
し
）を
含

む
）の
周
知
を
積
極
的
に
行
う

こ
と
」「
家
庭
の
経
済
格
差
が
子

ど
も
の
教
育
機
会
の
格
差
を
生

ま
な
い
よ
う
、小
中
学
校
に
お

け
る
給
食
の
完
全
実
施
・
無
償

化
を
は
じ
め
、教
育
に
か
か
る

費
用
の
無
償
化
を
推
進
し
、社

て
い
る
か
ら
と
言
う
理
由
で
２

０
０
３
年
に
行
っ
た
イ
ラ
ク
へ

の
軍
事
侵
攻
、
国
際
法
違
反
を

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
糾

弾
さ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
こ

と
と
重
ね
て
当
時
の
メ
デ
ィ
ア

報
道
に
違
和
感
を
感
じ
た
。す

べ
て
の
戦
争
は
最
大
の
人
権
侵

害
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
の
無
条
件
で
の
即
時

撤
退
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

メ
デ
ィ
ア
報
道
も
慎
重
に
と
ら

え
る
必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
連
合
徳
島
吉
野
国

民
運
動
局
長
、
立
憲
民
主
党
徳

島
県
総
支
部
連
合
会
庄
野
代

表
、
国
民
民
主
党
徳
島
県
総
支

部
連
合
会
黒
﨑
代
表
よ
り
、
平

和
の
訴
求
と
核
兵
器
廃
絶
の
取

り
組
み
や
、
人
権
・
食
糧
問
題

な
ど
に
つ
い
て
訴
え
集
会
を
終

了
し
た
。

　

２
０
２
２
年
３
月
８
日
、Ｊ

Ｒ
徳
島
駅
前
に
て
「
３
・
８
国

際
女
性
デ
ー
第
26
回
徳
島
県
集

会
」を
開
催
し
た
。本
年
も
昨
年

同
様
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
街

宣
カ
ー
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク

の
み
と
し
、
急
遽
欠
席
と
な
っ

た
吉
田
益
子
県
議
会
議
員
か
ら

託
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
カ
ラ
ー

の
マ
ス
ク
を
着
用
し
行
っ
た
。

　

連
合
徳
島
女
性
委
員
会
三
木

事
務
局
長
の
司
会
で
開
会
し
、

実
行
委
員
長
で
あ
る
連
合
徳
島

女
性
委
員
会
藤
田
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
連
合
徳
島
大

谷
会
長
よ
り
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
の
低
さ
、
中

で
も
政
治
・
経
済
に
お
け
る
男

女
の
差
の
問
題
が
あ
る
と
訴
え

た
。そ
の
後
①
イ
ー
ブ
ン
ネ
ッ

ト
・
徳
島
代
表
諏
訪
公
子
さ
ん

②
徳
島
県
女
性
協
議
会
大
寺
禮

子
さ
ん
③
徳
島
県
議
会
議
員
東

條
恭
子
さ
ん
④
連
合
徳
島
副
会

長
賀
川
健
一
さ
ん
⑤
部
落
解
放

同
盟
徳
島
県
連
合
会
事
務
局
長

歯
朶
山
加
代
さ
ん
⑥
ス
ト
ッ
プ

Ｄ
Ｖ
・
サ
ポ
ー
ト
の
会
湯
浅
真

由
美
さ
ん
、
以
上
６
人
の
弁
士

か
ら
、「
３
・
８
国
際
女
性
デ
ー
」

の
意
義
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
多

様
性
推
進
、
女
性
議
員
を
増
や

す
こ
と
の
重
要
性
、男
女
間
賃

会
全
体
で
子
ど
も
の
学
び
を
支

え
る
こ
と
」な
ど
の
要
請
に
対

す
る
一
定
の
見
解
が
示
さ
れ
要

請
行
動
を
終
了
し
た
。

　

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
政
策
担
当
者

会
議
が
２
０
２
２
年
４
月
６
日

徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

に
て
開
か
れ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
大
谷
会
長
よ

り
、雇
用
保
険
法
・
職
業
安
定

法
・
職
業
能
力
開
発
促
進
法
な

ど
の
束
ね
法
案
が
３
月
30
日
可

決
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、職

安
法
・
能
開
法
は
デ
ジ
タ
ル
化

や
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
職
業
訓
練

の
検
討
な
ど
、円
滑
な
就
職
活

動
な
ど
に
向
け
前
進
し
た
も
の

の
、失
業
等
給
付
の
国
庫
負
担

割
合
を
現
行
の
１
／
40
が
原
則

と
な
る
も
の
で
問
題
が
あ
る
。

連
合
と
し
て
、附
帯
決
議
に
付

さ
れ
た
内
容
を
含
め
、適
切
な

規
定
と
な
る
よ
う
議
論
を
尽
く

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

そ
の
後
本
部
よ
り
、「
連
合
の

政
策
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
」「
２
０
２
２
年
度
連
合
の
重

点
政
策
」「
第
２
０
８
通
常
国
会

に
お
け
る
法
案
対
応
」に
つ
い

て
提
起
を
受
け
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

徳
島
か
ら
は
、中
央
地
協
松

本
事
務
局
長
よ
り
、地
域
医
療

構
想
に
つ
い
て
、保
健
所
の
体

制
強
化
と
あ
る
が
、体
制
強
化

を
国
に
要
請
し
て
も
自
治
体
に

対
し
て
丸
投
げ
し
て
何
の
改
善

に
も
つ
な
が
ら
な
い
。体
制
強

化
に
向
け
て
国
が
支
援
す
る
よ

う
求
め
て
ほ
し
い
と
要
望
。そ

の
他
各
県
か
ら
①
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
②
税
制
改

革
③
脱
炭
素
社
会
④
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
法
⑤
社
会
保
障
制
度

な
ど
の
質
問
・
意
見
・
要
望
に

対
し
て
本
部
よ
り
一
定
の
見
解

が
示
さ
れ
、会
議
を
終
了
し
た
。

金
格
差
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
問
題
な
ど
に
つ
い
て
訴

え
終
了
し
た
。
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約８０人が参加

受賞作品展示

表彰式に臨む連合徳島大谷会長

労働者福祉協議会川越会長から賞品授与

各構成組織等の協力で苗木を植樹

連合徳島の活動をアピール

多
様
性
の
推
進
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
学
習

海
陽
町
大
里
海
岸
に
３
５
０
本
黒
松
を
植
樹

２０２２ Syuntoふれあいファミリーデー
      絵画コンクールを開催

　

県
民
と
働
く
者
の
と
く
し
ま

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
、
連
合

徳
島
、
徳
島
県
春
闘
共
闘
会
議

は
、２
０
２
２
年
３
月
13
日
、２

０
２
２
Ｓ
ｙ
ｕ
ｎ
ｔ
ｏ
ふ
れ
あ

い
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
「
わ
た
し

の
ゆ
め
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
を
徳
島
市
万
代
町
に
あ

る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｃ
ｒ

ｅ
ｅ
ｒ（
ク
レ
エ
ー
ル
）
に
て
開

催
し
た
。

　

作
品
の
展
示
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
受
賞
作
品

の
み
を
展
示
と
し
、
期
間
も
３

月
21
日
ま
で
に
変
更
し
た
。

　

応
募
作
品
は
県
内
の
小
学
生

か
ら
４
４
６
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

受
賞
作
品
の
選
考
に
は
、県
内

で
活
躍
す
る
画
家
の
青
木
成
実

先
生
を
は
じ
め
、
連
合
徳
島
会

長
と
執
行
部
、（
公
社
）徳
島
県

労
働
者
福
祉
協
議
会
会
長
と
役

員
が
行
い
、
低
学
年
の
部
・
高

学
年
の
部
ご
と
に
最
優
秀
賞
・

連
合
徳
島
会
長
賞
・
徳
島
県
労

働
者
福
祉
協
議
会
会
長
賞
・
特

選
・
夢
ふ
く
ら
む
で
賞
が
選
ば

れ
た
。

　

表
彰
式
開
会
に
あ
た
り
主
催

者
を
代
表
し
て
、
連
合
徳
島
大

谷
会
長
か
ら
連
合
徳
島
の
概
要

を
説
明
の
後
「
２
０
２
２
Ｓ
ｙ

ｕ
ｎ
ｔ
ｏ
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ

ー
デ
ー
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に

多
く
の
作
品
を
応
募
し
て
い
だ

だ
き
感
謝
す
る
。子
ど
も
た
ち

の
将
来
の
夢
を
知
る
こ
と
が
出

来
て
嬉
し
く
思
う
。５
年
後
、10

年
後
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

も
、
県
内
で
働
く
皆
さ
ん
と
一

緒
に
未
来
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
」と
挨
拶
。そ
の
後
、

両
会
長
か
ら
表
彰
状
と
賞
品
が

各
受
賞
者
に
手
渡
さ
れ
た
。審

査
を
お
願
い
し
た
青
木
成
美
先

生
か
ら
は「
す
べ
て

の
作
品
は
子
ど
も

た
ち
の
思
い
が
込

め
ら
れ
た
素
晴
ら

し
い
作
品
ば
か
り

で
目
を
引
か
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
伸
び

の
び
と
し
た
感
性

で
沢
山
の
素
敵
な

絵
を
描
い
て
ほ
し

い
」と
述
べ
た
。

　

連
合
徳
島
青
年
委
員
会
は
、

２
０
２
２
年
３
月
24
日
、
特
定

非
営
利
活
動
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
ｒ

ｅ
ｅ
ｒ
（
ク
レ
エ
ー
ル
）
に
て

喜
多
條
雅
子
理
事
を
講
師
に

「
障
が
い
の
あ
る
人
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
つ
く
る
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に

春
季
学
習
研
修
会
を
開
催
し
、

幹
事
会
役
員
等
８
人
が
参
加
し

た
。

　

冒
頭
、
青
年
委
員
会
小
畑
委

員
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

学
習
会
を
幹
事
会
役
員
の
み
の

縮
小
開
催
と
な
っ
た
が
今
後
の

活
動
に
役
立
つ
学
び
と
し
た

い
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
喜
多
條
雅
子
理
事

か
ら
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ク
レ
エ

ー
ル
』
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
『
信

じ
る
』
と
い
う
意
味
で
、
障
が

い
の
あ
る
人
が
社
会
で
自
立
し

て
働
く
チ
ャ
ン
ス
を
得
て
可
能

性
を
信
じ
て
共
に
努
力
を
続
け

る
、
と
い
う
信
念
の
元
２
０
０

８
年
７
月
に
設
立
し
た
。
障
が

い
の
あ
る
人
は
、
社
会
の
中
で

自
立
し
て
い
く
た
め
に
、
一
定

の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る

が
、
行
政
・
福
祉
・
公
的
サ
ー

ビ
ス
の
み
で
は
十
分
に
行
き
届

い
て
い
な
い
。
事
業
を
通
じ

て
、
寄
り
添
い
な
が
ら
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
た
め
の
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
て
懸
命
に
活
動
を

継
続
し
て
い
る
。
障
が
い
の
あ

る
人
が
働
い
て
自
立
し
て
い
く

た
め
に
は
、
た
だ
理
想
を
語
る

だ
け
で
は
な
く
、
市
場
で
勝
負

で
き
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
し
っ
か

り
と
し
た
賃
金
も
支
払
い
な
が

ら
事
業
を
育
て
継
続
し
発
展
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

個
々
の
特
性
を
理
解
し
な
が

ら
、
生
き
て
い
く
力
を
育
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
２

０
１
８
年
に
『
子
ど
も
食
堂
』

の
事
業
を
開
始
し
、
無
料
で
の

食
事
提
供
と
子
ど
も
が
安
心
し

て
過
ご
せ
て
、
社
会
と
の
接
点

が
で
き
る
こ
と
で
人
間
ら
し
い

生
活
と
学
ぶ
権
利
が
守
ら
れ
る

『
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
』
の

社
会
貢
献
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
地
産
地
消
の
食
材
に
拘
り

な
が
ら
ス
ー
パ
ー
や
生
産
者
か

ら
の
賞
味
期
限
の
近
い
食
品
や

規
格
外
の
野
菜
等
の
提
供
を
受

け
、
そ
れ
ら
を
材
料
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
で
フ
ー
ド
ロ
ス
の

削
減
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。
２

０
２
０
年
に
は
、
「
子
ど
も
食

堂
宅
食
便
」
の
事
業
を
開
始
し

て
来
所
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

家
庭
を
訪
問
し
て
い
る
が
、
困

窮
す
る
家
庭
の
様
々
な
問
題
に

直
面
す
る
こ
と
が
あ
る
。
初
め

は
居
留
守
や
そ
っ
け
な
い
対
応

で
あ
っ
た
が
対
話
を
重
ね
た
こ

と
で
利
用
者
か
ら
の
信
頼
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
は
『
や
り
が
い
を
感
じ

る
』
と
い
う
声
が
あ
つ
た
。
取

り
組
み
は
高
く
評
価
さ
れ
、
日

本
財
団
『
子
ど
も
の
第
三
の
居

場
所
助
成
事
業
』
に
選
ば
れ
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
た
」
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
。

　

学
習
研
修
会
の
ま
と
め
・
閉

会
の
挨
拶
を
小
畑
青
年
委
員
長

が
述
べ
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

終
え
た
。

　

２
０
２
２
年
３
月
５
日
、 

連

合
徳
島
・
３
地
域
協
議
会
は
、

海
陽
町
大
里
海
岸
の
防
災
植
樹

を
行
っ
た
。

　

徳
島
県
で
唯
一
日
本
の
「
白

砂
清
松
百
選
」
に
選
ば
れ
た
大

里
松
原
は
、海
岸
に
約
４
㎞
、面

積
26
㌶
、
樹
齢
は
２
０
０
年
に

な
る
も
の
も
あ
る
松
林
で
あ

り
、台
風
時
の
暴
風
や
飛
砂
、塩

害
等
を
防
ぐ
「
潮
害
防
備
保
安

林
」
と
し
て
災
害
か
ら
地
域
住

民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
働
き

を
担
っ
て
き
た
。し
か
し
、松
く

い
虫
に
よ
る
松
枯
れ
の
影
響
を

強
く
受
け
、
か
つ
て
の
美
し
い

松
林
を
維
持
す
る
の
は
非
常
に

難
し
く
な
っ
て
い
る
。更
に
、２

０
１
９
年
10
月
に
は
、
台
風
19

号
に
よ
り
高
潮
被
害
を
受
け
林

帯
幅
の
半
分
を
超
え
る
範
囲
が

浸
水
し
、
約
12
㌶
に
わ
た
り
立

木
が
枯
死
し
た
。

　

ま
た
、
１
９
４
６
年
の
昭
和

南
海
地
震
か
ら
70
年
以
上
が
経

過
し
次
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発

生
の
切
迫
感
が
高
ま
っ
て
い

る
。特
に
、最
近
で
は
大
規
模
台

風
、線
状
降
水
帯
豪
雨
、豪
雪
な

ど
に
よ
る
大
規
模
自
然
災
害
が

多
発
し
て
い
る
。

　

切
迫
感
の
高
ま
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
や
津
波
、
そ
し
て
昨
今

被
害
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
台

風
な
ど
に
備
え
美
し
い
松
林
再

生
と
防
災
意
識
高
揚
の
た
め
地

元
住
民
が
取
り
組
む
植
樹
に
連

合
徳
島
・
３
地
域
協
議
会
合
同

で
協
力
す
る
と
言
う
目
的
で

実
施
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
た
が
、
室
内
で
の
防
災

研
修
会
は
中
止
し
、
植
樹
の
み

開
催
し
た
。地
元
大
里
部
落
、海

陽
町
職
員
労
働
組
合
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
約
80
人
が
参

加
し
、
黒
松
が
枯
死
し
伐
採
整

地
し
た
海
岸
に
黒
松
の
苗
３
５

０
本
を
植
樹
し
た
。当
日
風
は

強
か
っ
た
が
晴
天
に
恵
ま
れ
植

樹
日
和
の
な
か
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
が
鍬
や
ス
コ
ッ
プ
で
黒
松

の
苗
を
植
え
、
子
ど
も
達
も
植

樹
し
た
黒
松
の
根
元
を
元
気
よ

　

最
優
秀
賞（
低
学
年
の
部
）に

原
田
万
理
子
さ
ん
、（
高
学
年
の

部
）に
池
尾
美
咲
さ
ん
が
受
賞
。

連
合
徳
島
会
長
賞
（
低
学
年
の

部
）に
尾
﨑
め
い
さ
ん
、（
高
学

年
の
部
）
に
伊
丹
友
理
奈
さ
ん

が
受
賞
。徳
島
県
労
働
者
福
祉

協
議
会
会
長
賞（
低
学
年
の
部
）

に
富
﨑
香
穂
さ
ん
、（
高
学
年
の

部
）
に
大
倉
知
紗
さ
ん
が
受
賞

し
た
。

　

な
お
、
連
合
徳
島
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
、
す
べ
て
の
作
品
と
作

者
名
を
発
表
。受
賞
作
品
の
作

品
展
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
Ｃ
ｒ
ｅ
ｅ
ｒ（
ク
レ
エ
ー
ル
）

に
て
お
い
て
３
月
21
日（
月
）ま

で
開
催
し
た
。

く
踏
み
固
め
大
き
く
育
て
と
祈

っ
た
。

　

な
お
、
記
念
撮
影
で
は
参
加

者
全
員
が
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
し
ピ
ー
ス
ボ

ー
ド
を
持
ち
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
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参議院の比例代表選挙は、政党名と個人名の
どちらでも投票できます。個人名で投票すれ
ば、政党にも投票したことになり、当選させ
　　　　　　　　　　　　たい人も選べるの
　　　　　　　　　　　　です。個人名で投
　　　　　　　　　　　　票することがベス
　　　　　　　　　　　　トです。

大谷実行委員長があいさつ

部
落
解
放・人
権
政
策
確
立
め
ざ
し

県
民
運
動
を
展
開
へ

川合 孝典川合  孝典
かわい たかのり

浜口　誠浜口　誠

国民民主党
現職（２期）

国民民主党
現職（１期）

はまぐち まこと

鬼木 まこと鬼木 まこと

立憲民主党
新人
　
おにき まこと

矢田 わか子矢田 わか子

国民民主党
現職（１期）

やた わかこ

村田  享子村田  享子

立憲民主党
新人

むらた きょうこ

しば  慎一しば  慎一

立憲民主党
新人

しば しんいち

古賀 ちかげ古賀 ちかげ

立憲民主党
新人
　
こが ちかげ

竹 詰　仁竹 詰　仁

国民民主党
新人

たけづめ ひとし

石橋 みちひろ石橋 みちひろ

立憲民主党
現職（２期）

いしばし みちひろ

　2022年7月に予定されている参議院選挙に向けて、
連合は、政策を共有する候補者を推薦しています。
｠ 連合ホームページ（トップページ）のバナーもしくは
URLからアクセスをお願いいたします。

なお、比例区候補者の詳細ページ（候補者名をクリック）では、
高解像度写真のダウンロードが可能です。ぜひご活用ください。

第26回参議院選挙連合推薦比例区候補者一覧第26回参議院選挙連合推薦比例区候補者一覧第26回参議院選挙連合推薦比例区候補者一覧

https://www.jtuc-rengo.or.jp/senkyo/26th_sangiin/

―
第
42
回
部
落
解
放
・
人
権
徳
島
地
方
研
究
集
会―

　

第
42
回
部
落
解
放
・
人
権
徳

島
地
方
研
究
集
会
を
２
月
17
日
、

18
日
の
２
日
間
で
開
催
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、全
体
集
会（
17

日
）は
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ

ホ
テ
ル
に
お
け
る
集
合
形
式
と

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
よ
る
配
信
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催
、分
科
会（
18
日
）

は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
配
信
の
み
と
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
大
谷
竹
人
実

行
委
員
長
よ
り
、誰
で
も
差
別

す
る
側
に
も
差
別
さ
れ
る
側
に

も
な
り
得
る
、差
別
す
る
こ
と
、

さ
れ
る
こ
と
な
く
、自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
め
ざ
し
一
歩
踏
み
出
し
て
ほ

し
い
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

そ
の
後
、石
川
一
雄
さ
ん
早

智
子
さ
ん
ご
夫
妻
か
ら
の
あ
い

さ
つ
、組
坂
委
員
長
の
基
調
講

演
、村
上
達
哉
さ
ん
に
よ
る
反

差
別
研
修
報
告
を
受
け
、徳
島

大
学
総
合
科
学
部
饗
場
和
彦
教

授
に
よ
る「
人
権
・
平
和
・
民

主
主
義
・
憲
法　

普
遍
的
原
則

が
な
ぜ
日
本
で
は
損
な
わ
れ
る

の
か
〜
要
因
と
し
て
の
政
治
教

育
の
欠
陥
〜
」と
題
し
記
念
講

演
を
い
た
だ
い
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
、人
権
問
題
が
世
界
的
に

進
む
な
か
、日
本
に
お
い
て
は

様
々
な
人
権
問
題
が
起
こ
る

「
人
権
後
進
国
」で
あ
る
こ
と
や
、

投
票
率
の
低
下
が
報
道
の
自
由

を
奪
い
平
和
ま
で
脅
か
さ
れ
て

い
る
現
状
を
ふ
ま
え
、ま
と
も

な
政
治
教
育
の
重
要
性
に
つ
い

て
提
起
し
た
。

　

２
日
目
の
分
科
会
は
、オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
急
拡
大
に
よ
り
、

事
前
に
収
録
し
た
も
の
を
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
配
信
と
し
た
。

　

な
お
、全
体
集
会
は
会
場
参

加
者
１
１
９
人
＋
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ア

ク
セ
ス
３
６
０
、分
科
会
は
８

分
科
会
ト
ー
タ
ル
８
９
０
ア
ク

セ
ス
と
な
っ
た
。

ムダにしません。
汗と税！

みんなで　
つなげる　
明るい未来

あなたと動けば、
未来は変わる。

子ども、くらし、
平和

頼れる政治。
職場の声が原点！

つながって、
ささえあう社会へ

あなたの笑顔を
みたいから
～ここからつくる、
　　みんなの未来～

絆を結び、
未来をつくる。

公共サービスの
誠のために

連 合 徳 島 ニ ュ ー ス  2022年5月5日  （4）毎月５日はれんごうの日
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